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参考-28 流域水循環計画の策定・深化に係る参考資料 

 

流域水循環計画の策定・深化に係る分野の設定について 

令和 6 年 8 月の水循環基本計画の見直しで、「流域総合水管理」という考え方で流域マネジ

メントを推進することや、令和 6 年 8 月 30 日の水循環政策本部会合において、水循環基本計

画の着実な推進に向けた工程が決定されたことを踏まえ、水循環政策本部事務局では流域水循

環計画策定（新規）や深化（改定）を図る分野として「流域総合水管理」、｢地下水｣、水を活

用した｢地域振興・地域のブランド化｣を設定しました。 

 

図表 A. 129 水環境（新たな水循環基本計画における主要施策の工程表(一部抜粋)  

 

（出典：水循環政策本部事務局） 

 

令和 7 年度はこれらの分野に取り組む・取り組んでいる地域を選定し、モデル地区調査を実

施しました。それぞれの地区での課題や課題解決に向けた施策内容、成果、参考資料等をとり

まとめました。その結果を次ページ以降に示します。 

 

図表 A. 130 モデル地区調査先  

分野 地方公共団体名 計画名 ページ 

流域総合水管

理 

千葉県 印旛沼流域水循環健全化計画及び第 3 期

行動計画 
参－184 

富山県 とやま 21 世紀水ビジョン 参－186 

静岡県 浜名湖圏域流域水循環計画 参－188 

京都市 京都市水共生プラン 参－190 

地下水 

福井県大野市 大野市水循環基本計画 参－192 

熊本県 熊本地域地下水総合保全管理計画、第 3
期行動計画 

参－194 

地域振興・地

域ブランド化 

秋田県にかほ市 にかほ市水循環基本計画 参－196 

大阪府大阪狭山市 大阪狭山市水循環計画 参－198 
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流域総合水管理に関する取組事例 

 



参－185 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

 
・ 印旛沼流域や印旛放水路沿川では、四季を通じて水辺を活用した様々なアクティビティ・

イベント、自然観察会等が実施されるようになってきている。令和 7 年には佐倉市など流
域 3 市（佐倉・千葉・八千代）が協力して水辺環境への関心を高める新たなイベントが
実施される等、沿川一体での広域連携も進められている。 

参考 

資料 
・ 千葉市、佐倉市、八千代市「印旛沼・印旛放水路かわまちづくり計画」 

https://www.city.yachiyo.lg.jp/uploaded/attachment/24785.pdf（最終閲覧日:令和 8
年 3 月 16 日） 

・ 内閣官房水循環政策本部事務局 令和 5 年 3 月「case01 印旛沼流域（千葉県）」『流域マネジメ
ントの事例集～多様な主体による連携体制編～』pp.29-33. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/201110jirei
syu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 
ウェブサイト  

・ 佐倉市プレスリリース「いんば沼の魅力を再発見「沼フェス～沼を遊ぶ一日～」の開催決定（5/24）」
（令和 7 年 5 月 2 日）（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日）
https://www.city.sakura.lg.jp/material/files/group/1/20250502numafesu.pdf 

・ 千葉市「花見川カヤック体験」 
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/hanamigawa-kayak.html 
（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

・ UR 都市機構「花見川団地で団地共用部等を活用した賑わい、交流事業の実証実験をスタートしま
す!」（令和 4 年 12 月 1 日）（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 
https://www.ur-net.go.jp/east/press/hndcds000000bx92-
att/221201_hanamigawa.pdf?msockid=163f4abdb604664c136a5c12b7be67ef 
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成果 

 田んぼダムは洪水被害の抑制や費用対効果、流域治水の選択肢として学術・政策面
で一定の評価を得ている。 

 今後は、上流から下流までの複合的流域対策の成果について、モニタリングやデータの蓄
積・評価が必要。 

資料 
 富山県公式資料「土砂災害から暮らしを守る砂防関係事業の概要」 

https://www.pref.toyama.jp/documents/15626/gotengai11_24_s.pdf?utm_sourc
e=chatgpt.com（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 富山県世界遺産登録推進事業実行委員会 2025「立山砂防～自然と共生する近代日本の防災
遺産」 
https://www.pref.toyama.jp/documents/45648/tateyamasabo_jp.pdf?utm_sourc
e=chatgpt.com（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 内閣官房水循環政策本部事務局 令和 5 年 3 月「case03 富山県」『流域マネジメントの事例集
～人材育成・資金調達編～』pp.40-45. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/230331j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 沼澤 蓮音他 2025「富山県河川における洪水氾濫解析を通じた河道内植生伐採と田んぼダムの費
用便益分析」『土木学会論文集』81 巻、16 号、土木学会. （最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16
日） 
 

 
ウェブサイト  

 富山県「『田んぼダム』の取組について」
https://www.pref.toyama.jp/1602/nouchiseibi/20250116.html?utm_source=cha
tgpt.com（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 

参考 
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成果 

 流域全体を見据えた「枠組み」と「協働体制」が整備されたことで、⾧期的な取組に向け
た基盤が出来た点は成果。 

 今後は、モニタリングや実績の蓄積・評価を行い、施策を見直していくことが必要。 

 
ウェブサイト  

 静岡県「静岡県水循環保全条例」 
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/suido/suishigen/1052286/index.ht
ml（閲覧日:令和 7 年 11 月 26 日） 

 

 

参考 



参－190 

 

 

  



参－191 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

 

 

・ 農業用水という目的だけの水路でなく、都市の安全と防災性を兼ね備えた「多機能インフ
ラ」としての水路へ移行 

・ 平成 23 年度から約 35 キロメートルの農業用水路を対象に治水機能回復工事等（取
水施設の撤去、補修、しゅんせつ、除草等）を実施し、令和 7 年１２月時点で約 2１
キロメートルの所管換え完了 

資料 
 内閣官房水循環政策本部事務局 2022 年 3 月「case06 京都市（京都府）」『流域マネジメン

トの事例集～地下水編、普及啓発・広報編～』pp.64-69. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/220331j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 京都市「雨に強いまちづくり」推進行動計画（平成 27 年 3 月） 
https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/cmsfiles/contents/0000000/458/koudoukeik
aku.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 
ウェブサイト  

 京都市「雨に強いまちづくり」 
https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/0000000458.html（最終閲覧日:令和 8 年 3
月 16 日） 

参考 



参－192 

 

地下水に関する取組事例 

 

  



参－193 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

 

参考 

資料 
・ 大野市水循環推進協議会 

https://www.city.ono.fukui.jp/kurashi/kankyo-
sumai/mizujunkan/mizujunkan/mizujunkansuishin.html（最終閲覧日:令和 8 年 3
月 16 日） 

・ 内閣官房水循環政策本部事務局 令和元（2019）年 10 月「case02 大野市」『流域マネジメ
ントの事例集～成功のための「鍵」を解説～』pp.32-37. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/191008j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

・ 内閣官房水循環政策本部事務局 令和 5 年 3 月「case03 大野市（福井県）」『流域マネジメ
ントの事例集～多様な主体による連携体制編～』pp.38-41. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/201110j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 
ウェブサイト  

・ 大野市「流域マネジメント」 
https://www.city.ono.fukui.jp/kurashi/kankyo-
sumai/mizujunkan/mizujunkan/index.html（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 
 

 地下水の水位動向、流動、収支等を明らかにし、効果的な地下水涵養・保全施策に取
り組んだ結果、地下水位の回復と希少生物の保護につながっている。 

 大野市水循環推進協議会を軸とした産学官、住民の連携により、地下水施策を含む流
域マネジメントの基盤が整備された。 



参－194 

 

 

 



参－195 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・ 地下水保全は熊本での立地における義務として広く認識され、敷地内涵養の他、寄付
や農産物購入等により許可採取者による涵養義務は現在のところ果たされている。 

・ 地下水位のリアルタイム発信により、水位低下に関する問合せが減少した。 

資料 
 内閣官房水循環政策本部事務局 令和元（2019）年 10 月「case01 熊本県」『流域マネジメ

ントの事例集～成功のための「鍵」を解説～』pp.26-31. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/200326j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 内閣官房水循環政策本部事務局 令和元（2019）年 10 月「case8 熊本地域 11 市町村
（熊本県）」『流域マネジメントの事例集～多様な主体による連携体制編～』pp.60-63. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/201110j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 
ウェブサイト  

 熊本県地下水保全推進本部（特設ページ） 
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/1/218609.html（最終閲覧日:令和 8 年 3
月 16 日） 

 

参考 



参－196 

 

水を活用した地域振興・地域ブランド化に関する取組事例 

 



参－197 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・ にかほ市の水循環計画は、「水循環・地域振興・住民参加・教育・ブランディング」を包括
する包括型プランであり、「水循環を切り口にしたまちづくり」の第一歩を踏み出している。 

・ 高校生や大学生等の多様な主体が話し合いに参画し、ボトムアップで計画を策定。 

資料 
 内閣官房水循環政策本部事務局 2023 年 3 月「水循環シンポジウム 2022 発表 1 秋田県に

かほ市」『流域マネジメントの事例集～人材育成・資金調達編～』p.62. 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/materials/materials/pdf/230331j
ireisyu.pdf（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 
ウェブサイト  

 にかほ市「「にかほ市水循環基本計画」を公表 
https://www.city.nikaho.akita.jp/soshikikarasagasu/sogoseisakuka/gyomuannai/
4_1/4473.html（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 

 

 

参考 



参－198 

 

 



参－199 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

 学習会自体が教育・普及啓発の定例プラットフォームとして定着。単発の学習イベントでは
得られない市民・行政・専門家のネットワーク形成と地域の防災力向上に寄与。 

 将来的に子ども向け教材や学校連携プログラムに展開する基礎が構築された。 

参考 

 
ウェブサイト  

・ 大阪狭山市「大阪狭山市水循環学習会」 
https://www.city.osakasayama.osaka.jp/sosiki/mizuseisakubu/gesuidou_suiro/m
izujunkan.html（最終閲覧日:令和 8 年 3 月 16 日） 
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内閣官房 水循環政策本部事務局 

 

〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3 

TEL 03-5253-8389 FAX 03-5253-1582 

水循環政策本部ホームページ http://www.kantei.go.jp/jp/singi/mizu_junkan/ 

編集:公益財団法人リバーフロント研究所 


